
 急性期病院を中心に経営支援サービスを行う株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン（GHC※

１＝本社・東京都新宿区、代表取締役・渡辺幸子）の会長であるアキよしかわが執筆した新刊『日米がん格差 

「医療の質」と「コスト」の経済学』が６月28日に発売されます。 

 

 著者は、米スタンフォード大医療政策学部を設立し、世界中の「医療の質」を分析してきた研究者、経営コン

サルタント、データサイエンティストです。病院が保有する医療情報をベンチマーク分析することで、「医療の

質」を向上させる病院経営手法を国内で確立したパイオニアでもあります。 

 

 これまで国内外で多くの提言をしてきたがアキが「大腸がん」になり、自身が「患者」になってみると、これ

まで「データ」だけではわからなかった「医療の質」も見えてきました。日本人と米国人の「がん」に対する考

え方の違い、患者が得られる情報量、治療のガイドライン、周囲のサポート体制など――。さらに、日米の医療

データには表われない要素が「患者の心」に大きな影響を与えていることが、自身の体験でわかってきました。 

 

 米最先端の医療経済学に「日本人のがん患者」という視点が加わった著者が、あらためて日本の医療の何が素

晴らしくて、何が足りないのかを、自身の闘病体験とともに赤裸々に記しました。また、今回の体験から今後の

がん医療にとって必要不可欠との確信を得たがんサバイバーを支援する仕組み「キャンサーナビゲーション」

（※3）についても紹介しました。 
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（※1）株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン 
医療専門職、ヘルスケア企業出身者、IT専門家らで構成される経営コンサルティングファーム。急速な高齢化で社会保障財政の破たんが懸念される中、「質の高い医療を最適なコストで」
という理念を実践する具体的な手法として、米国流の医療マネジメント手法「ベンチマーク分析」を日本に初めて持ち込み、広めたパイオニアです。http://www.ghc-j.com/ 

（※2）アキよしかわ 
米国グローバルヘルスコンサルティング会長。がんサバイバーの国際医療経済学者、データサイエンティスト。 
10代で単身渡米し、医療経済学を学んだ後、カリフォルニア大学バークレー校とスタンフォード大学で教鞭を執り、スタンフォード大学で医療政策部を設立する。米国議会技術評価局（U.S. 

Office of Technology Assessment）などのアドバイザーを務め、欧米、アジア地域で数多くの病院の経営分析をした後、日本の医療界に「ベンチマーク分析」を広めたことで知られる。 
著書に『Health Economics of Japan』（共著、東京大学出版会）、『日本人が知らない日本医療の真実』（幻冬舎メディアコンサルティング）などがある。 

（※3）キャンサーナビゲーション 
アメリカの医療現場で注目されている患者支援サービス。がん患者やその家族に正しい情報を伝え、治療を進めていくうえでのサポートを行います。実際にがん患者の支援にあたる人々を
「キャンサーナビゲーター」と呼びます。あくまで「支援」であり、医療行為はできませんし、金銭的なサポートをするわけでもありません。がんとの長い闘いを強しいられる患者とその
家族に、専門知識と心の両面で支えていきます（関連記事『がん患者の不安と徹底して向き合い導く「キャンサーナビゲーション」って何だ？（http://www.medwatch.jp/?p=2496）』）。 
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